青明舎　　フェイスシート

平成20年6月2日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　　松澤　智則　様　　　　　　　　　　男・女　　　　昭和46年12月9日生（36歳）

	
	〒031－0846　　電話　青森県八戸市鮫町松苗場2－29　　電話：0178－31－0684

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	23歳時
	罹 患 期 間
	約13年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	2年4ヶ月

	医療機関
	松平病院（主治医：松平Dr）
	外来受診日
	月に1回（金曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無


	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　（6.7万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　貝塚（職場実習先）、自宅

	住まいの場
	　自宅

	利用年月日
	平成19年3月
	身長
	175cm
	体重
	90kg

	最終学歴
	仙台市内専門学校　中退
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	事業所先
	仕事の内容
	期間
	退職理由

	
	1 ハシブン
	靴の販売
	3ヶ月
	解雇

	
	2 共同物流
	食品の仕分け
	6ヶ月
	退職

	
	3 見心園
	老人ホームの介助補助
	
	入院したため

	
	4 茶居花
	接客・レジ等
	約4年間
	職場の担当者が代わり仕事が出来なくなった

	保　護　者
	氏　名　松澤　貞男　様　　　　　　　　　続柄　父　（同居　・否）

	利用目的

・就職出来るように支援してほしい

	入院・治療歴　

①　松平病院　入院　8ヶ月

②　　　〃　　　　　4ヶ月

③　　　〃　　　　1年4ヶ月

	生活歴

八戸市にて出世。小中高と市内の学校を卒業。高校卒業後、仙台市内の専門学校に入学しているが勉強についていけづ一年夏頃に中退、その後は八戸市内で靴の販売員、配送センターの仕分け作業に従事。23歳の頃、妄想等（歌手の歌っている歌詞が自分の考えと同じであり盗聴されている、人をﾊﾞｶにしている）が出現したことから、平成7年夏頃、松平病院精神科を受診し、統合失調症と診断される。その後、8ヶ月間入院している。退院後は小規模通所授産施設「大輪」に約5年間通所。大輪の利用期間中に2度の入院と見心園でのアルバイト経験がある。人間関係の不調で大輪を退所後、3ヶ月間松平病院のデイケアを利用している。その後、松平病院に併設する茶居花で接客やレジ等のアルバイトを4年間行う。しかし、信頼していた現場担当者が代わったことで以前のように仕事が出来なくなり退職。退職後は地域活動支援センター「ベルエポック」を利用し就職活動を行う。就職活動は当初病気をクローズにしていたが、就職できなかったため病気をオープンにし、就職活動のサポート機関として青明舎を平成19年3月頃から利用している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は自宅で両親と本人の3人暮らしをしている。姉は結婚し仙台市内に住んでいるため、お盆・正月に会う程度との事。父は警備会社に勤務しており、朝6時～夜19時まで勤務しているとのことで「父とはあまり話さない」と話している。母は居酒屋を経営している。


平成20年6月2日　担当：馬渡　道伸

	氏　名
	松澤　智則　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　46年　12月　9日（36歳）


	長期目標（中期・短期）

	①就労訓練を継続し基礎体力を見につける。

②生活リズムを整える（睡眠時間・食事摂取）

	これまでの経過（前回評価H20年1月14日）

	本人の予定

職場実習　月曜日・火曜日・木曜日　週3回（13：30～15：00）

外来　　　4/Ｗ　金曜日

訪問看護　2/Ｗ　水曜日

	月曜日
	火曜日
	水曜日
	木曜日
	金曜日
	土曜日
	日曜日

	職場実習

（貝塚）


	職場実習

（貝塚）


	訪問看護

（2/Ｗ）
	職場実習

（貝塚）


	外来

（月に一度）
	余暇時間
	余暇時間

	地域活動支援センターベルエポックの紹介で青明舎に登録し、就労支援を行っている。生活面に関してはベルエポックで支援を行っている。これまでにパンションリヴェイラ、あらた、貝塚で職場実習を行った。

自宅では自室で寝て過ごしている事が多い、夏場は趣味である釣りに1人で出掛けているが訓練が休みの日などは殆ど自室で過ごしている。服薬は朝・昼・夕・寝る前の４回あるが忘れずに服用している。



	実習場所
	パンションリヴェイラ
	あらた
	貝塚

	期間

日数
	H19年3/9～3/27

6日間
	H19年4/16～5/1

8日間
	H19年9/10～11/20

20日間

	作業内容
	洗面所

トイレ掃除
	品出し

ゴミ捨て(ダンボール
	事務室内掃除

階段掃除

カレンダー巻き

	作業時間
	9:30～12:00
	9:00～12:00
	13:00～14:00

	備考
	雑さが見られるが意識する事で改善される
	コツを掴む事で作業スピードもあがる。
	掃除作業を行い特に問題は無い。

	これまでパンション、あらたと休むことなく実習してきていたが11/13（火）に初めて欠勤している。理由を確認すると外来受診があるため、前日から寝ずに起きていた。それから昼夜逆転し体調を崩したとの事。欠勤する事は事前に貝塚へ連絡している。

12月から作業時間を、30分延し、行っているが、5月の中旬に作業を2週間休んでいる。理由を聞くと、体調が良くない、ゲームに熱中してしまい睡眠時間がずれてしまい実習を休んだと話している。また掃除の作業ばかりでやる気がなくなってしまったと話している。その為、今後の方向性を決める為に、5月23日に本人とベルエポックと青明舎で話し合っている。本人としては、貝塚でこのまま実習を続けたいとのことで、社会適応訓練を行うことにしている。社会適応訓練を申請中である。

現在生活リズムは安定しており実習を休まずに行うことができている。カレンダー巻きは12月いっぱいで終了し、掃除のみを行っている。実習担当の貝塚専務は、他の作業もやらせてみたいと話している為、時間を決めて行っていく。今後については、本人の作業内容を見ながら徐々にステップアップを行い、数種類の作業を行い時間と日数を増やしていく予定である。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①継続して訓練を行なう
	・仕事を覚えていく中で自信を付けていく。最終的には週5日通えるように体力をつける。

・現在、月・火・木の3日間作業を行なっている。事業所を訪問し作業状況の確認を行なう。

・定期的に本人と関係機関（事業所・保健所・ベルエポック・青明舎）で面談を実施し評価を行っていく。評価は事業所側から行ってもらう。

・現在社会適応訓練を申請中の為、事業所へ支払われる委託費の本人へ支給する額を事業所と相談し決めていく。仕事の大変さ・働いてお金を貰える喜びを実感させ、本人のモチベーションを上げる。作業意欲・訓練効果の向上に繋がる。
	　3ヶ月 

	②生活リズムの安定


	主にベルエポックが生活面を支援する。

・外来日の前日や日中に寝ている為、睡眠時間が不規則になることがある為、睡眠時間を設定する。

・食事も不規則になりがちなので1日3食食べるという週間化する。

・家族の方へも仕事をする上での必要性を説明し、睡眠状況や食事について必要な際は声掛けをして頂く。

・本人の異変が生じた場合はベルエポックへ連絡し情報提供する。

・ベルエポックからも情報を収集と、提供を行い本人の情報を共有する。
	　3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸






貞男氏（65）


警備会社勤務








トミ子氏（62）


居酒屋経営








本人











仙台市在住（39歳）


アルバイト勤務








